
全国市民オンブズマン連絡会議が関係している、警察に対する訴訟一覧です。（2011.2.4 現在）（全
国オンブズ事務局が把握している分のみ。）

・基礎知識　住民訴訟は地方自治法２４２条２号に基づき、違法な支出について地方自治体
に返還を求めるものです。国に対しては、住民訴訟に当たる制度がありませんので、国費
支出分について住民が返還を求めて訴えることはできません。情報公開については、地方
自治体が保有する文書は情報公開条例、国が保有する文書に対しては情報公開法に基づく
請求を行います。非公開取り消し訴訟は国・地方両方できます。（各県警本部が保有する
国費関係文書については、各県情報公開条例に基づき各県警本部に情報公開請求を行って
います。）

■北海道

・架空報償費氏名流用慰謝料請求訴訟（札幌地裁）２００４年１月２３日提訴
・旭川中央署捜査報償費（道費）住民訴訟（札幌高裁）２００４年１１月１９日１審敗訴
・弟子屈書捜査報償費（道費）住民訴訟（札幌地裁）
・稲葉事件捜査費（国費）情報公開訴訟（札幌地裁）２００４年１２月２２日１審敗訴
・交通切符の情報公開訴訟（１審敗訴、高裁に係属中）
・ウィニーによる捜査情報の流出に対する国家賠償請求訴訟 05/4/28 江別署ウィニー国賠札

幌判決　４０万円慰謝料認める→ 05/5/12 江別署ウイニー訴訟で控訴
・釧路方面交通安全協会の水増し請求　08/8/29 約２２００万円返還勧告　北海道監査委員

■宮城県

・県警捜査報償費情報非公開裁決取消訴訟（2005/6/9 提訴）→ 2006/7/19 敗訴（仙台地裁）
→控訴

・県警捜査報償費（県費）情報公開訴訟　仙台地裁２００３年１月１６日一部開示判決→
2005 年１０月２７日２審敗訴（仙台高裁）（仙台市民オンブズマンのコメント）→最高裁
係属中

・宮城県警捜査報償費（県費）情報公開第３次訴訟　09/3/3 一部開示命令　仙台地裁
・県警捜査報償費（県費）返還住民訴訟（仙台地裁）2005 年６月２１日（火）判決→仙台市

民オンブズマンのコメント
・宮城県警捜査報償費（県費）返還住民訴訟　09/3/2 裏金作りを認めるも却下　仙台地裁→

09/9/10 裏金作りを認めるも棄却　仙台高裁
・県警旅費（県費）住民訴訟　２００５年７月２１日　１審勝訴（仙台地裁）（総額６０万

３０００円）（仙台市民オンブズマンのコメント）→２００６年２月２７日　２審敗訴
（仙台高裁）（仙台市民オンブズマンのコメント）→上告→２００８年 03 月 17 日　破棄差
し戻し→２００８年１２月 25 日　差し戻し高裁　敗訴

・食糧費・旅費情報公開訴訟　H12. 3.17 仙台高裁 平成 10( 行コ )12 文書開示拒否処分取消請
求控訴事件（原審・仙台地方裁判所平成８年（行ウ）第８号）大幅に開示を命じて終了

・食糧費（県費）住民訴訟　一部返還を命じて終了
・H11 宮城県警捜査報償費情報公開訴訟　2008/3/31　仙台地裁がほぼ架空支出を認定しほぼ

全面開示命令 （仙台市民オンブズマンのコメント ) → 09/1/29 逆転敗訴　仙台高裁　
http://sendai-ombuds.net/kenkei/2009/01/post-9.html　→ 10/4/16　上告棄却で敗訴確定

■群馬県

・県警捜査報償費（県費）住民訴訟　２００５年１月１７日提訴

■新潟県

・新潟県警平成１４年度捜査費（国費・県費）情報公開訴訟　10/7/30 現金出納簿中、捜査
諸雑費の受入又は支出で、摘要欄に中間交付者の官職又は氏名が記載されていないものに
係る出納年月日、支払い事由（摘要）及び支払金額を非公開とした部分並びに、支出証拠
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書類の支出伺中、取扱者及び補助者の決裁印、作成年月日並びに支出額の公開命令 新潟地
裁 http://www.ombudsman.jp/policedata/100730.pdf

■静岡県

・静岡県警総務課と静岡県議会の 1995 年度旅費・食糧費・使用料及び賃借料の支出に係る
公文書の非開示処分取消請求訴訟は、東京高裁で服部寛一郎さん勝訴の後、県が 2000 年
11 月 8 日付で最高裁に上告受理申立をしていたところ、2004 年 1 月 22 日付で最高裁が上
告不受理決定を下し、服部さんは 2004 年 3 月 5 日午前 11 時に文書の開示がなされるとの
通知を受けていたところ、県警は同日午前 10 時に緊急に記者会見し、警務部総務課の
1995 年度の旅費 1,300 万円余りの内 940 万円余りがカラ出張であり、食糧費 400 万円余り
の内約 100 万円が違法な支出に該当していることを公表した。

■滋賀県

・県警偽名領収書（国費・県費）非公開取消訴訟　２００４年７月３０日提訴→２００５年
１月３１日敗訴 http://www.ombudsman.jp/policedata/050131.pdf → 2006/3/29「ペンネームの
領収書」の公開を命じる逆転判決（大阪高裁 http://www.ombudsman.jp/policedata/060329
.pdf）→ 07/5/29 最高裁で逆転敗訴確定 http://www.courts.go.jp/hanrei/pdf/20070529145632.pdf

■鳥取県

・県警食糧費・旅費情報公開訴訟（鳥取地裁）２００３年９月４日提訴→２００４年６月１
５日　警部補以下の氏名公開命令→ 2005 年７月２７日逆転敗訴判決→２００６年９月８
日　最高裁敗訴確定

■岡山県

・県警捜査費（国費・県費）情報公開訴訟（岡山地裁）2005 年８月２３日提訴→ 2006 年７
月５日敗訴

■愛媛県

・仙波敏郎氏警乗手当訴訟　09/3/24 棄却　松山地裁
http://www.ombudsman.jp/policedata/090324.PDF　→ 10/4/15 高松高裁も敗訴
http://www.ombudsman.jp/policedata/100415senba.pdf

・仙波敏郎氏不当配置転換国賠訴訟　07/9/11 100 万円支払い命令　松山地裁　
http://www.ombudsman.jp/policedata/070911.pdf → 08/9/30 ２審も１００万円支払い命令高松
高裁 http://www.ombudsman.jp/policedata/080930.pdf →確定

・愛媛県警大洲署の捜査報償費 ( 県費 ) 約１１０万円の返還住民訴訟　高松高裁 07/10/4 敗訴
・10/4/15　捜査報償費ウィニー住民訴訟逆転勝訴　高松高裁　

http://www.ombudsman.jp/policedata/100415winny.pdf

■高知県

・県警捜査費（国費・県費）情報公開訴訟（高知地裁）２００３年９月５日提訴 05/5/27 一
部勝訴 ( 捜査１課の文書に限定して、記載された警部補以下の役職名と個別の支出額の開
示を命じた。警部補以下の役職と個別支出額の開示を認めた判決は全国初。捜査員の氏名
などは従来通り開示を認めず、捜査１課以外の文書開示請求も退けた。判決理由書で「捜
査１課の捜査費不正経理疑惑は相当に具体的であり、解明には高度の公益性がある。非開
示とすることで、保護されるべき利益に明らかに優越する」と述べている。県警の捜査
費・捜査報償費に関する判決は、仙台地裁２００３年１月１６日一部開示判決に続き２例
目 )

→ 06/9/29 捜査員役職名や毎回の支出額・支出年月日について、疑惑がある捜査 1 課のみの開示を
命じた 1 審判決を見直し、同２課・暴力団対策課についても同様に疑惑があるとし、開示を命じ
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る画期的な判決を出しました ( 高松高裁 )。http://www.ombudsman.jp/policedata/060929.pdf → 06/10

/13　上告断念（確定）

・県警捜査費（国費・県費）出納簿情報公開訴訟（高知地裁）2008/5/27 提訴　09/12/22 各支
払金額＋官職名　公開命令　高知地裁  市民オンブズマン高知が、平成 14 年度高知県警捜
査報償費（国費・県費分）の情報公開を求めた訴訟で、高知地裁は 09/12/22 づけで「摘
要」欄に記載された警察官の官職と、「収入金額」欄、「支払金額」欄、「差引残高」欄に
記載された各金額の公開を命じました。 http://www.ombudsman.jp/policedata/091222.pdf 同
様の裁判では出納簿の上記各欄の開示を命じたのは初めてです。 判決では、以下のように
述べています。
・警察官氏名　相当程度の蓋然性をもって侵害されるおそれのある生命や身体等の権利

利益を含む→非公開
・年月日　　　　捜査員と捜査協力者が接触した日を特定する情報で、捜査協力者等を

推知する重要な手がかりになる→非公開
・「収入金額（受入金額）」「支払金額」「差引残高」　不正支出の有無をめぐる事実関係

の検証のため、開示することの公益性の程度は極めて高い。平成１４年度捜査一課等
支払証拠書は高松高裁判決で公開されており、出納簿は天気された集計されたものに
過ぎない→公開

・個別の事件名、捜査体制にかかる情報、警備部の活動状況に関わる情報など具体的な
捜査の状況に関する記載部分　犯罪捜査活動に支障が生じる→非公開　ただし、官職
記載部分は公開

→ 11/2/4 高松高裁判決 http://www.ombudsman.jp/policedata/110204.pdf　疑惑のある捜査１課と２
課、暴力団対策課の出納簿の公開を命じました。一方、その他地裁で開示を命じたその他６課に
ついては具体的証拠がないとして非開示に後退しました。

・県警捜査報償費（県費）住民訴訟（高知地裁）　２００６年５月２６日提訴 09/3/27 却下　
高知県警刑事部捜査一課の平成１４年度県費捜査報償費８６６，２７０円の返還を求める
住民訴訟で、09/3/27 に高知地裁は、被告に高知県知事を含んでいないため不適法として
却下の判決を出しました。http://www.ombudsman.jp/policedata/090327.pdf

判決では、「一覧表は平成１４年度国費捜査費に関する内部情報を基に作成されたことは疑いよ
うがなく」、「国費捜査費が適正に支出されていない疑いがある以上、同年度における県費捜査費
のみが適正に支出されていたとは考えられないのであって、本件訴訟の対象である平成１４年度
の県費捜査費についても不適正な支出がされていたとの疑念を抱かざるを得ない」と述べていま
す。

■捜査報償費　各地で情報公開を求め「審査請求」を行います（05/2/7 ～）。

・2005/3/14 現在の審査請求状況
・2/4　福島
・2/7　青森、宮城、秋田、山形、群馬、新潟、石川
・2/8  栃木
・2/10　広島、鳥取（→ 2005/9/28　一部開示の答申、長崎
・2/22　千葉

・3/18　千葉　意見陳述
・未定　北海道、岩手、奈良、福岡、宮崎

・情報公開訴訟　05/5/24 現在
・2/4　福島
・2/7　青森

・3/22 午後２時から青森口頭弁論
・3/11  鳥取
・3/16　東京
・3/31　神奈川（警察見張り番）→ 06/11/21 敗訴
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・未定　新潟、群馬、千葉、石川、奈良、広島、福岡、佐賀、大分、長崎
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